
原発のデメリットは？ 放射性廃棄物問題

私たちにとっても、原発推進の⼈たちにとっても、頭の
痛い問題は、原発から出てくる⼤量の放射性廃棄物です。
よく「トイレなきマンション」と例えられますが現実は
そんな⽣やさしいものではありません。
放射性廃棄物は放射能そのものであり、放射能は私たち
に “がん”、⼼臓疾患、臓器不全など、命と健康を根底
から脅かす存在だからです。核種によっては数万年にわ
たって厳重に隔離・管理していかなければなりません。

まず、⾼レベル放射性廃棄物とはいったい何か？という問題があります。⽇本で
は使⽤済核燃料からウランやプルトニウムなどを取り出して（再処理）再利⽤す
る（核燃料サイクル）という建前になっていますから、使⽤済核燃料＝⾼レベル
放射性廃棄物とはなりません。再処理しても、どうしても使えない廃棄物が出て
きますが、それを「ガラス固化体」＝⾼レベル放射性廃棄物ということになります。
ところが国の政策として、核燃料サイクル事業をあきらめているアメリカなどは、
使⽤済核燃料そのものが⾼レベル放射性廃棄物となります。
⾼レベル放射性廃棄物であるガラス固化体は、表⾯の放射線量は約1,500,000Sv/h
であり、⼈間が近づくことすらできません。表⾯温度も約200度程度と、極めて危
険なシロモノです。これに様々な加⼯を施した上で、キャニスターと呼ばれる容器に
⼊れ、地下300m以深に造った処分施設に格納して数万年に渡って保管するという
のが処分の基本的な考え⽅ですが、現在にいたっても肝⼼の処分場候補地すら⾒つ
かっていないのが現状です。⾼レベル放射性廃棄物は全くメドが⽴っていないし、総
費⽤すら雲をつかむような話です。

https://www.numo.or.jp/kagakutekitokusei_map/pdf/shittehoshii_a4.pdf
【資料出典】原子力発電環境整備機構（NUMO）広報パンフレット「知って欲しい地層処分」
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2018年 3⽉末現在で⽇本に貯まっている
使⽤済核燃料は、

約 25,000 本
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ガラス固化体は使⽤済核燃料から造りますが、製造直
後の表⾯線量は、空間線量率で約1,500,000mSv/h、
表⾯温度は200度以上。50年経つと、表⾯線量は約
160,000mSv/h、表⾯温度は100度程度に減少。
5000mSv以上の放射能にあうと⼈間は即死と⾔われ
ていますから、ガラス固化体は危険な放射能そのもの
と⾔っていいでしょう。

【資料出典】原⼦⼒発電環境整備機構（NUMO）広報パンフレット「知って欲しい地層処分」

【資料出典】原⼦燃料⼯業webサイトより
http://www.nfi.co.jp/product/prod02.html
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